
野洲市自主防災組織リーダー研修会

野洲市 自治防災課

湖南広域消防局 東消防署

～風水害対策 水防編～



本日の次第

•土のうの作りかた

•土のうの積み方

・自主防災組織におけるリーダーの役割

・リーダーとして活動するために・・・

・リーダーとして押さえておきたい知識

・風水害発生時の注意点

・近年の制度改正



風水害（河川氾濫） ※すべて滋賀県内で撮影されたものです

平成２５年 台風１８号 野洲川



野洲市で被害が発生した水害例 平成２５年台風１８号

野洲駅前の交差点付近

普段の状態



～自主防災組織リーダーの役割～
平常時

●地域の安全点検、防災資機材の保守整備
●訓練、防災知識の普及啓発活動の実施
●防災上問題のある箇所の把握改善など

●地域住民の安全の確保
●被害を最小限に食い止める

常に住民の先頭に立って頂き、平素から住民の防災
意識の向上に努めていただくようお願いします！

災害時



リーダーという
立場を利用！

仲間を作る！

楽しく活動を
進める！

住民とコミュ
ニケーション
を図る！

リーダーとして活動するために…

・誰かがリーダーシップをとらないと
誰も何もしない
・外郭団体、公共機関との連携

・一人ではキャパオーバー
・いざという時の代わりを作る

・地域住民が楽しく活動に
参加できる内容を検討

・人との繋がりが広がれば
活動しやすくなる。
・役立つスキル、資格を持った人材
を探しやすくなる



地域特性

自主防災組織

リーダーの
役割

災 害

わがまちの
防災対策

住民・地理・危険箇所

災害のメカニズム
過去と未来の災害

野洲市・滋賀県
の防災対策

平時・災害時における仕事

リーダーとして押えておきたい知識

自主防災組織の
必要性や役割



①風水害は予兆があるので、積極的に情報収集を行う。

風水害発生時の注意点

②災害発生時、家に留まる選択肢も持っておく。

④汚染された水、泥などに注意する。

③避難時は足元に注意する。



風水害行動計画(例)

①自治会役員の招集

②情報収集(被災状況、危険情報、早期避難者情報)

③役員会議(警戒本部の運営、避難体制計画等)

④近隣河川等の警戒、避難情報等の収集

⑤避難所の開設

⑤高齢者避難情報発令後、②の情報を基に避難誘導

⑥避難指示が出た場合、避難誘導及び安否確認

自治会としての動き



最近の動向について・・・

フェーズフリー

普段使いのモノを災害時にも活かす

平時と災害時の区分け（フェーズ）をなくす

備えない防災

普段から使い慣れているモノを使用することで災害時での使用でも
ストレスが少ない。

買っておしまいではなく、定期的に使用することで
「いざ使おうとした時に、故障や電池切れだった」というリスク軽減



特別警報

危険警報

警報

注意報

令和８年５月末からこれまで…



警報・注意報の情報名に「レベル」が追加
例） （旧）大雨警報 ⇒ （新）大雨警報 レベル３

河川の氾濫の危険度の伝え方が変わります
河川の氾濫に関し「レベル５氾濫特別警報」が新設



可能であればここで一旦、ブレイク兼ねて過去の
災害映像等を流します。





土のうの作り方

小口積み 長手積み



土のうの活用方法



土のうの積み方（積み土のう工）



土のうの積み方（積み土のう工）

シート同士30cm
程度重ねる



土のうの積み方（積み土のう工）



土のうの積み方（積み土のう工）



土のうの積み方（積み土のう工）



土のうの積み方（積み土のう工）

①
②



土のうの積み方（積み土のう工）



土のうの積み方（積み土のう工）



土のうの積み方（積み土のう工）



土のうの積み方（積み土のう工）

土のうの中央



土のうの積み方（積み土のう工）





最後に…

大規模災害時には公助（消防署団・市役所等）は直ぐに対応できません。

そこで、住民の方々による自助・共助が大切になります。

自主防災組織のリーダーとして…
住民の地域防災力の向上をお願いします。


